




















前頭連合野の神経細胞死 と行動の関係はよく解っていない｡ しか し､神経細
胞の間を連絡 しているシナプスに付いては､最近ある程度わっかてきた｡ そこ
で､ シナプス結合の形成と行動の関係を論 じる｡ 取 り上げる行動は､ 46野が
無いと学習できない遅延反応 と8野 と6野が関典 しているゴー/ノーゴー課題
である｡用いる刺激は､視覚である｡
Rakicら (1986)により明らかにされたことであるが､アカゲサルの大脳
新皮質では､ どの領域でも､ 出生数週間前か らシナプスが急速に出来は じめ､
生後2-4カ月で最大となり (シナプス過剰形成期 )､以後の幼児期 には､やや





には､課題 に関連 して働 くニューロンが見られるようになる｡サルが課題を繰
り返 し行うことで､ 8野の内部で手がか り刺激に反応するニューロンから､そ
れぞれゴー反応 とノーゴー反応を起こすニューロンへのシナプスができたと考





手がか り視覚刺激の場所を見ないで憶えてお くことに関係 していると考えられ
る｡老齢ザル (20歳以上)では､遅延反応の成績は悪 くなり､遅延時間が短
くなる｡ このサルにノルア ドレナ リンのアルファ- 2 レセプターの阻害剤 (ク
ロニジンなど)を輿えると､遅延時間が延長 して大人ザルのようになる｡
以上､学習によって､ シナプス結合がつくられることをしめ した｡ どのよう
にシナプスができるか､今のところ解 らない｡ シナプスが失われると､学習が
出来ないか､学習成績が悪 くなると考えられる｡
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